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２章 計画地の現状 

１．自然的環境 

（１）北広島市及びまちの特性 

北広島市は、石狩平野南部に位置し、北西は札幌市、北は江別市、東は長沼町と南幌町、南は

恵庭市に接している周囲約 52.5 ㎞、総面積 119.05 ㎢の都市である。 

地形は、市域の最高地点である南西部にある島松山（標高 492.9ｍ）から、北東方面に標高約

100ｍ前後の緩傾斜面の波状台地が広がっており、千歳川流域の平地に連なっている。波状台地か

らの幾筋かの水の流れは河川となり、千歳川などを経て、石狩川に合流し、日本海へとそそいで

いる。 

北広島市の市街地は、北広島駅をほぼ中心として隣接している東部地区と北広島団地地区、札

幌市厚別区と隣接している西の里地区、清田区と隣接している大曲地区、その南に位置する西部

（輪厚）地区の 5 つの地区に分かれている。 

北広島市は明治 17 年（1884）に広島県人 25 戸 103 人が集団移住し、開拓が始まった。農村と

して発展してきたまちであるが、大正 15 年（1926）に北広島駅が開業、その後団地が開発され、

平成 8 年（1996）に市政を施行し北広島市となった。札幌まで鉄道で 16 分、新千歳空港まで 20

分、自動車でも北海道各地にアクセスしやすい位置にあることもあり、札幌市圏のベッドタウン

として人口が増加、平成 16 年（2004）には人口 60,000 人を突破した。 

その後、平成 19 年（2007）をピークに人口は減少しているものの、令和 5 年（2023）に北広

島市共栄（きたひろしま総合運動公園予定地）に北海道日本ハムファイターズボールパーク（構

想）が開業予定である。ボールパーク内には、開閉式屋根・天然芝フィールド、商業施設、ホテ

ル、マンション等が建設予定である他、道路の増設やインフラ整備が行われる予定であり、人口

や交流人口の増加が期待される。 

 

  

図 2-1-1 北広島市及び旧島松駅逓所位置図 
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（２）気候・気象 

北広島市は、亜寒帯湿潤気候の裏日本型（日本海側）に属している。西部から北東方向にのび

る波状台地を境として、局地的な気候変化が見られるが、おおむね内陸性の気候で、北海道の中

でも比較的温暖な地域である。 

冬季は冬型の気圧配置にともなう北西の季節風が卓越して雪が降りやすく、夏季は小笠原高気

圧の影響でおおむね南東風が吹き、日中晴れる日が多い傾向にあるが、太平洋沿岸から侵入して

くる海霧の影響を受けて朝晩に曇ることがある。 

令和 2 年（2020）の北広島市の平均気温は、札幌市に比べ約 1℃低く、日照時間の平均は約 10

１時間少なくなっている。最低気温は－19.8℃で、現在最低気温の観測がなされている石狩地方

10 か所のアメダス観測地点のうち、4 番目に高い。積雪量合計は、札幌市が 427cm に比べ北広島

市は 430cm である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地形・地質 

北広島市の東側には北海道最大の石狩川水系が流れる石狩平野（石狩低地帯）と、竹山（標高

116.8ｍ）を頂点とし、北部が半島状に平野へ突き出した野幌丘陵がある。北広島は、新生代にで

きた地層からなり、氷期・間氷期が幾度となくおとずれ、海水面の上昇と下降が繰り返され、こ

の変化によって陸と海が隆起・沈降し現在の地形ができた。 

 

１）裏の沢層（鮮新世～前期更新世） 

本層は、南北にのびる野幌丘陵の脊梁部に分布している。上部では前期更新世の時代に達し、

層厚は 50ｍ以上で下部は不明。プレート衝突により海中で野幌丘陵が形成されていき、浅海とな

っていった。化石は、生痕化石と殻が溶脱した二枚貝が見られる。最近の地質調査により、上部

の下野幌層と同じ層との考えもある。 

２）下野幌層（前期更新世～中期更新世） 

本層は、野幌丘陵の全域に分布し、特に西側では広範に認められる。下部・中部・上部に区分

され、層厚は、野幌丘陵から東翼で約 50ｍ、西翼で約 200ｍである。化石は、キタヒロシマカイ

ギュウ、ヒゲクジラ類、ハクジラ類、セイウチ、キタオットセイ類などの海生哺乳動物が多産す

る。貝化石は、絶滅種 6 種含む 86 種が産出するが、最近の調査で多数の貝化石が産出し、どの層

に含めるのか検討中である。その他、花粉化石などが産出する。 

 

※北広島市は恵庭島松地点 ※アメダス観測地点での観測 

平均気温
（℃）

最低気温
(℃）

最高気温
(℃）

降雪合計
（ｃｍ）

最新降雪
（ｃｍ）

日照時間
（ｈ）

支笏湖畔 7.6 -15.4 28.9 - - 1489.6
千歳 8.1 -20.9 31.4 184 37 -
江別 8.2 -22.0 32.0 - - 1663.3	
札幌 6.6 -14.9 34.3 427 80 1764.3

恵庭島松 7.9 -19.8 32.3 430 70 1648.2

山口 9.3 -18.5 34.6 - - 1685.7
石狩 8.7 -20.6 31.4 506 77 1675.7
新篠津 8.0 -26.0 32.5 664 78 1588.0
厚田 8.8 -20.0 32.4 354 54 1564.8
浜益 9.1 -21.5 30.6 - - 1560.2	

表 2-1-1 2020 年石狩地方の気象 
出典：気象庁データを基に作成 
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３）竹山礫層（中期更新世） 

本層は、野幌丘陵の南部、竹山付近に分布し標高 110ｍ前後の高位面である。開析が著しく平

面はほとんど見られない。円磨された大礫を中心とする地層からなり、河成堆積物と考えられ

る。化石の産出はない。 

４）音江別川層（中期更新世） 

本層は、市内では音江別川流域にしか存在せず、札幌地域でも極限られた地域でしか確認でき

ない。間氷期の堆積物で比較的温暖な環境であり、野幌丘陵は徐々に高度を増して陸地が広がっ

た時期であった。化石は、バイソン、ムカシマンモスゾウの哺乳動物が発見されており、貝化石

は浅海性の温暖水系種で、全て現生種で構成され 58 種が産出している。その他、花粉化石などが

産出する。 

５）後期更新世の地層 

4 万年前頃には、大規模な噴火が起こり支笏カルデラ(支笏湖)を形成した。同時に火砕流が流れ

出し、石狩低地帯へは大量に堆積し広大な火砕流の台地が形成された。この時の地層が支笏火砕

流堆積物である。この堆積物は、固結した溶結凝灰岩を島松軟石として建材等に利用した。 

2 万年前頃は、後期更新世に入ってから最も寒冷な時期を迎える。宗谷海峡が陸橋となり、宗

谷とサハリンが陸続きとなった。この頃、マンモスゾウやバイソン等が渡ってきたと考えられ

る。 

６）完新世の地層 

6,000 年前には、最終氷期が終わり温暖な時期を迎え、海水面の上昇も見られた時代である。縄

文時代前期には現在の海水面より 3ｍも高かったとしている。この頃、北広島でも縄文遺跡が多く

出土しており、人類の活動が感じられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-1-3 旧島松駅逓所周辺の地質 

ミズコゲ、ホロムイスゲ泥炭 

砂、礫、粘土 

ホロムイスゲ、ハンノ木泥炭 

ヨシ泥炭 

浮石、火山灰 

火山灰、火山灰質粘土 

礫、砂、粘土 

砂、礫 

砂、礫 

浮石質凝灰岩 

安山岩質溶結凝灰岩及び 
浮石質凝灰岩 
 
礫、砂 

砂、礫、シルト 

泥岩 

玄武岩質安山岩溶岩 

砂岩、礫岩、集塊岩状礫岩、 
凝灰岩（石炭をはさむ） 

砂岩、頁岩、凝灰岩 

出典：地方独立行政法人北海道立総合研究機構 環境・地質研究本部 地質研究所 
5 万分の 1地質図幅（札幌）1959 加筆 

 

図 2-1-2 旧島松駅逓所周辺の地質 
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（４）植生 

北広島市の東部地区が含まれる石狩平野は、温帯と亜寒帯がぶつかり合う場所にあり、北海道

における「植生の分岐点」といわれている。温帯を好む落葉広葉樹と亜寒帯を好む常緑針葉樹が

混生する「針広混交林」が特徴である。亜寒帯に属する北海道の代表的な針葉樹に、トドマツ・

エゾマツ・アカエゾマツがあげられ、落葉広葉樹に、ミズナラ、コナラ、シナノキなどが挙げら

れる。 

市内にある特別天然記念物野幌原始林を含む森林に隣接する北広島レクリエーションの森は、

かつてトドマツが多く生息していたが、戦中戦後の伐採や台風等で多くの木が失われた。今では

大部分が針葉樹（主にトドマツ）の人工造林と、落葉針葉樹（ミズナラ、コナラ、ウダイカンバ

等）の二次林となっている。深い沢とその周辺にはシナノキやカツラ等の広葉樹の大木が点在し

ている。林床（地表面）には、多雪・積雪に順応したチシマザサやエゾユズリハ、ハイイヌガヤ

がみられる。 

南の里環境緑地保護地区及び島松環境緑地保護地区に指定された「南の里の森」は、島松川と

音江別川の間の丘陵部に位置し、道有林と一部民有林からなる。古くから水源の確保や薪炭林と

して利用され保全されており、コナラやイタヤカエデなどの落葉広葉樹が主である。区内には、

小さな沢が複数流れており、雪解けの時期にくぼ地は水に浸る。この時期、ミズバショウ、エゾ

リュウキンカ、エゾエンゴサク、ナニワズなどの湿生の春植物が現れ、5 月の新緑のシーズンには

イタヤカエデもみられる。 

野幌丘陵の最高地点、竹山（標高 116.8m）の裾にある「竹葉公園」には、プラタナスやニセア

カシア、イチイ（オンコ）がみられる。 

河川沿いや、耕作地の境界や用水路脇などには、湿った土壌を好む植物が多く生育している。

北広島東部の低地では、開拓以前の植生は残っていないが、開拓後自然に生育したり、防風林と

して人の手によって植えられた樹（ギンドロ、ヤチダモ、カラマツ、ヤナギ、オニグルミ、ハン

ノキ等）がある。 

島松地区には市内で最高地点とする標高 492ｍの島松山があり、北側に高度を下げ市街地につ

ながる。この地区には、支笏火山の噴火による溶結凝灰岩を基とする火山灰地が多いことから、

表 2-1-2 北広島の地層と化石のまとめ 

※第四紀は地質年代のひとつで、258 万 8000 年前から現在までの期間 

出典：『北広島遺産ハンドブック（自然遺産）』北広島市教育委員会教育部エコミュージアムセンター 

地層区分 北広島の化石

完新世 後氷期 沖積層
広島砂礫層
江別砂層
元野幌粘土層
支笏火山噴火物
小野幌層

間氷期 もみじ台層

間氷期 音江別川層

氷期 竹山礫層

約5万年前
マンモスゾウ、ナウマンゾウなど

約21万年前
バイソン

ムカシマンモスゾウ、貝類など

約100万年前
キタヒロシマカイギュウ

ヒゲクジラ、ハクジラ

キタオットセイ・シカの仲間

セイウチ、貝類など

約150万年前　クロスラミナ

レキ

シルト・泥炭
砂

レキ

軟石質砂
レキ質砂

レキ・砂
砂・シルト

裏の沢層

間氷期 下野幌層

シルト・砂・レキ・泥炭

軽石流降下軟石
粘土・シルト・砂・泥炭・レキ

レキ・砂

地質年代

第四紀

更新世前期

氷期

更新世中期

更新世後期

最終氷期
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コナラが優占する落葉広葉樹林が比較的大きな面積を占めている。全道的にもまとまった広さで

存在するのは限られた場所だけであり、コナラ林は北広島を特徴づける森林といえる。 

 

２．歴史的環境 

（１）北広島市の歴史的環境 

１）北広島の考古 

令和3年（2021）4月1日現在、北広島には62か所の埋蔵文化財包蔵地が確認されている。

市内で発見された遺跡の年代は、縄文時代早期から続縄文時代までで、約1,300年前から始

まる擦文時代の遺跡は未確認である。また、中近世のアイヌ文化期の遺跡は、チャシが2か

所で確認されている。 

旧島松駅逓所は、市にとっても貴重な遺構であるため、埋蔵文化財包蔵地として登載して

いる。 

【登載番号 46】 

 

  

図 2-2-1 北広島市埋蔵文化財包蔵地位置図（No.1～62） 
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２）開拓の始まり 

明治 2年（1869）、明治政府は開拓使を設置し、同年札幌本府の建設に着手した。これに伴

い、札幌周辺には移民が入植、多くの村落が形成されるようになった。入植した人々は、開墾

に着手するための簡単な小屋を建て、想像を絶する厳冬期の寒さにも耐えながら、開墾に努め

た。 

３）車馬道から道央自動車道へ 

①長距離西洋式車馬道「札幌本道」 

函館～札幌間を結ぶ日本初の長距離西洋式車馬道として、明治 6 年（1873）に「札幌本道」

223.8 ㎞が開通した。これは、のちの国道 36 号の基礎となった道である。交通の要衝として

駅逓所が設置され、島松にも「島松駅逓所」が置かれた。また、人馬の往来が盛んになるにつ

れ街道沿いの輪厚や大曲にも民家の宿屋や飲食店などが立ち並び賑わいを見せた。 

・函館～森（明治5年（1872）3月～7月完成） 

・森～室蘭（海路） 

・室蘭～千歳郡島松（明治5年（1872）中に着工・完成） 

・千歳郡島松～札幌（明治 6年（1873）11 月完成） 

大正15年（1926）に鉄道が開通し、長距離輸送ルートとしての役割を一旦鉄路に譲ること

になったが、終戦後、自動車輸送の発達に伴い、本格的自動車道の建設の必要が高まり、再

び脚光を浴びた。 

昭和 27 年(1952)には、千歳～札幌間を結ぶ国道 36 号の道路改良・舗装工事が着手され、

昭和 28 年（1953）11 月に完成。本道の大動脈として発展するとともに、昭和 46 年(1971)、

道内初の高速自動車道として開通する道央自動車道建設の呼び水にもなった。 

 

②弾丸道路開通 

終戦後、経済活動が活発になるに伴い、札幌～千歳間（国道 36）の交通量が増大し、道路

の拡幅・改修が求められるようになった。昭和 27年（1952）10 月、改良舗装工事（延長 34.5km）

がスタートし、翌 28 年(1953)11 月に開通した。わずか 1年というスピード工事と、戦後初の

本格的自動車道として弾丸のようなスピードが出せたことなどから、弾丸道路とも呼ばれた。 

 

③ 道央自動車道開通 

昭和 46 年(1971)12 月、北海道初の高速道路

となる道央自動車道（千歳～北広島間 24 ㎞）

が開通し、本道における高速輸送の幕開けを

告げた。昭和 54年（1979）には北広島～札幌

南間（5㎞）が開通、千歳～札幌間がつながる

と、道都・札幌と北海道の玄関口・千歳空港の

間に位置する北広島の交通の利便性が改めて

認識されるようになり、企業進出がさらに活

発となった。また、ベッドタウンとして、人口

も増加した。 図 2-2-2 鉄道・幹線道路等の状況 
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４）鉄道と北広島駅の変遷 

①北広島駅の完成 

大正 15 年（1926）8 月、北広島に初めて鉄道が開通した。北海道鉄道株式会社により開通

した苗穂～沼ノ端間（延長約 63 ㎞）の鉄道は、当時「札幌線」と呼ばれた。それに伴い、北

広島駅が完成した。これにより、馬に頼るしかなかった農林産物の運搬は列車に切り替わり、

大量輸送が可能となったため、北広島を含めた沿線町村の開発や産業の振興にも弾みがつい

た。 

 

②鉄道の発展 

昭和18年（1943）に国鉄（現JR北海道）に買収され、線名も「千歳線」に変更される。 

終戦後は、利用客及び取り扱い貨物ともに増加した。輸送力増強やスピードアップを目指

し、昭和 30 年（1955）からディーゼルカーによる運行が始まった。昭和 40 年（1965）12 月

からは複線化の工事もスタートし、8 年後の昭和 48 年（1973）9 月に、全線複線化が完了し

た。これにより、北広島駅～札幌駅の乗車時間が短縮されたのをはじめ、増便も行われて利便

性が格段に向上、利用客の増加にもつながったため、手狭になった駅舎は、昭和 49 年（1974）

12 月に、橋上駅として建て替えられた。その後、昭和 55 年（1980）から電化され、現在の電

車が運行している。 

 

③北広島駅新駅舎 

平成に入り、北広島団地の建設に伴う人口の増加により、拡張の必要性が高まった北広島駅

舎の新築工事が平成 5 年(1993)7 月から着工され、平成 7 年(1995)11 月に新駅舎が完成。こ

れは、北広島駅東土地区画整理事業に伴う移転でもあった。旧駅舎から 40ｍ千歳側に移設さ

れた新駅舎には、平成 12 年（2000）にドーム型のガラス屋根を設置した東西連絡橋が完成。

市民交流広場「エルフィンパーク」としても市民に開放され、北広島の顔にふさわしい魅力あ

る空間が実現した。 

 

５）村から、町、市へ 

①初めての自治 

明治27年（1894）2月、和田郁次郎宅に戸長役場が設置さ

れ、広島村がスタートした。同年10月には中の沢の高台（現

在の市役所の地）に戸長役場庁舎が新設され、豊平村駐在所

の巡査として以前から北広島を度々巡回し、村の事情に精通

していた一色潔が初代戸長に任命された。一色戸長は中山久

蔵らを村総代として迎え、また、和田郁次郎の熱心な補佐を

得ながら、村の発展に尽くした。 

②町制施行 

昭和43年(1968)9月、町制が施行された。役場新庁舎も同時期に完成。加えて、同年11月

図 2-2-3 2 人の入植地 
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には道内屈指の大規模住宅団地、道営北広島団地の造成も決定した。人口も約9,000人とな

り、大台の10,000人達成も目前に迫った。 

③北広島市市制施行 

平成8年（1996）9月1日、北広島市が誕生した。昭和43年（1968）の町制施行から28年を

経ての市制施行となった。道内の市制施行としては、伊達市以来24年ぶりである。 
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６）北広島の三人の偉人 

①中山久蔵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②和田郁次郎 

和田郁次郎は安芸国（現広島県広島市）の出身で、北広島の

開拓の祖と謳われ、明治16年(1883)、仲間をともない現在の

東部地域に入り、小屋を建てるなど1年かけて移住の準備を進

め、翌年の明治17年(1884)5月と8月の2回、広島県から合わせ

て103人を引きつれ集団入植した。以後、移住者は増加し、10

年後の明治26年（1893）には、戸数385戸の一大村落を形成し

た。当時の北海道庁長官・北垣国道は、こうした郁次郎の功

績を高く評価し、「和田村」とするよう示したが、郁次郎は郷

里広島の人々と一村を拓く計画を進めてきたので「広島村」

にしたいと申し出て村名となった。 

 

③Ｗ・Ｓ・クラーク 

Ｗ・Ｓ・クラークは、日本の近代化に必要な技術や知識等

を導入するために米国から招聘され、札幌農学校（現北海道

大学）の教頭として農学・化学・数学・英語などを教え、8

ケ月ほど札幌に滞在した。クラークが伝えたフロンティア精

神は学生達に継承され、北海道の農業や土木などの発展に大

きく貢献した。帰米する明治10年（1877）4月16日、クラー

クは職員や学生たちとともに学校を発ち、20ｋｍほど進んで

島松川を挟んで向こうは胆振国となる石狩国のはずれで、国

境である中山久蔵宅に到着し、休憩した。 

同行してきた職員や学生たちと決別の際、この地において

「Boys,be ambitious」の言葉を遺し別れたと言われている。 

「青年よ、大志を懐け」と訳された非常に有名な言葉は、昭和25年（1950）に本史跡内に

建立されたクラーク記念碑に刻まれ、多くの人が立ち寄る場所となっている。 

 

写真 2-2-1 
中山久蔵（1828－1919） 

写真 2-2-2 
和田郁次郎（1847－1928） 

写真 2-2-3 
Ｗ・Ｓ・クラーク（1826－1886） 

中山久蔵は河内国（現大阪府南河内郡）の出身で、42歳のと

き北海道永住を決意、農業を志し適地を求め 46 歳のとき現北

広島市に永住の地を見出した。明治 6年（1873）には、寒冷地

では不向きとされていた水稲（赤毛）の栽培に成功し、耐寒性

に優れた優良品種として北海道各地において普及させ稲作の基

礎を築いた。また、明治 17 年（1884）には、島松駅逓所の 4代

目の取扱人として任ぜられ、明治 30 年（1897）まで続けられ

た。久蔵の永住を決意したこの地は、Ｗ・Ｓ・クラークの「Boys,be 

ambitious」の名言や明治天皇巡行の際の行在所等の場所となっ

た。 
写真 2-2-1 

中山久蔵（1828－1919） 
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（２）史跡の歴史的変遷 

１）島松の歴史 

旧島松駅逓所は、北広島市南部、島松川が流れ、国道36号と道央自動車道が並行している島

松地区に位置する。石狩十三場所（鮭の漁場）やシコツ十六場所（鷹場所）の一つ、島松川筋

には、アイヌのコタン（集落）があったことが松浦武四郎の記録などに残されている。島松の

地名は「シュマオマプ（shuma-oma-p）」というアイヌ語に由来していると考えられており、「石

が・ある・もの（川）」の意で、同地区には島松軟石があることから、このように呼ばれたと

考えられる。元禄13年（1700）、松前藩による「元禄国絵図」に「志まゝツ婦」が登場する他

にも、様々な古記録の中に「シママップ/シュマ満布」など島松を指す地名が記されており、こ

の地が千歳川から夕張川筋、島松川筋への分岐点で、古くから交通の要衝であったことが伺わ

れる。 

シママップアイヌは、17世紀以降、和人の活動が強まった影響を受け、アイヌ社会は衰退の

一途を辿り、19世紀初め頃に上流・下流域のコタンは荒廃。現在は、島松川左岸チャシ跡から

アイヌの痕跡をみることができる。 

旧島松駅逓所の北側、国道36号と道央自動車道高架下には、昭和30年代後半まで「島松軟石」

が切り出されていた軟石採掘跡が見られる。 

島松軟石の採掘の始まりは不明だが、恵庭市側では相当古くから行われていたようであり、

島松川筋の対岸の恵庭市にも同質の石材が掘り出されていたことから、北広島市での採掘も古

くから行われていたと考えられる。正式な記録としては、大正3年（1914）4月に広島村が国か

ら採掘地の無償附与を受け、村有地となったという記述がある。 

昭和初期から、採石業は民有地で操業することができなくな

り、村有地での採掘は村との契約によってのみ認められるよう

になった。村有地から軟石を採掘することについて、正式に売

買契約を採掘業者と村との間で行っている書類（石材業者が村

有地で採掘するための願出）は、昭和10年（1935）より見られ

る。 

島松軟石は約4万年前の支笏火山の噴火により、火砕流など

によって流れ込み固結した溶結凝灰岩である。他には石山軟石

があるが、石山軟石は軟石中に白色系の粒状の塊が見られるの

に対し、島松軟石は赤みがかった粒状のかたまりが見られる

といった違いがある。採掘された軟石は、農家の納屋・畜舎・

住宅・サイロなどに使用され、史跡においては、駅逓所の柱

礎石や指定地内の碑などに使用されている。 

２）北海道における駅逓制度の概要 

明治 5年(1872)、江戸時代以来の宿駅制度が全国的に廃止された。宿駅とは、交通の要衝で、

旅人の宿泊や、荷物運搬の人馬を中継ぎする設備のあったところである。しかし、その後も北

海道では入植者が利用する独自の駅逓制度として存続し、北海道拓殖計画推進上重要な役割を

担い発展を遂げた。 

北海道における宿駅制度は江戸時代、松前藩によって開設されたといわれる。当初は会所・

写真 2-2-4 
史跡内の島松軟石で作られた碑 
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運上屋・大番屋・通行屋などと称されていたが明治時代に本陣と改称され、明治 5 年（1872）

8 月に駅逓所（駅逓扱所）と改められた。以後、本陣・会所の名称は次第にみられなくなり、

本道独特の駅逓制度が整備されていった。 

明治9年（1876）、これまで必要の都度、個々に発布されていた規程が取りまとめられ、「駅

逓規則」として発布された。この内容は、継立業務に関する例規的なもので、荷量、先触、賃

銭、宿泊料など広範にわたって駅逓業務の整理が行われた。 

明治19年（1886）、開拓使・三県一局制の時代を経て北海道庁となると、まず明治21年（1888）

に「人馬車継立営業規則」が定められ、これまで区々にわたっていた駅逓関連法令が整理統合

された。更に明治28年（1888）5月には「駅逓補助金支給規程」が、同年6月には「官設駅逓所

取扱規程」が制定され、補助金による財政支援や駅逓取扱人の採用資格、駅舎構造などを定め、

以後統一的な官設駅逓制度が整えられることとなった。 

明治33年（1900）に策定された「北海道十年計画」では、10年間で120か所の駅逓所を新設す

ることとした一方、「開拓進歩ノ状況ニ適合セシメンコト」として、交通が便利になって必要

度の薄れた26か所の廃止を決定した。同21年（1888）制定の「人馬車継立営業規則」も明治33

年に廃止され、新たに「人馬車継立営業取締規則」が定められた。更に同年月、明治28年（1895）

制定の「駅逓補助金支給規程」と「人馬車継立営業取締規則」が廃止・整理統合され、「駅逓

所規程」が定められた。これら明治33年（1900）の制度改正は、従来の制度上の不備を直し、

官において施設強化と取扱人手当の増額を行うことなどで経営の充実化を図ったものである。 

内陸部への入植と道路の開削整備が推進するにつれて駅逓所数は増加し、明治21年度（1888）

の人馬継立所設置の際には110か所だったものが明治33年度（1900）末には169か所になり、数

において最盛期を迎えた大正10年（1921）には全道で270か所の駅逓所が存在した。 

明治33年（1900）制定の「駅逓所規程」が同36年（1903）、同38年（1905）、大正元年（1912）

同9年（1920）に一部改正されたが、これは時代に対応しての一部改訂であり、駅逓制度の大綱

については大きな変化はみられない。一方で、関係官署が取り扱うべき事項と駅逓取扱人が守

るべき事項が混在し不便であったことなどから、昭和6年（1931）3月、駅逓取扱人に関する事

項が「駅逓所規則」として、また関係官署の取扱事項は「同取扱手続」として整理された。こ

のとき、取扱人手当金の増額のほか、官設物件の制限を敷地千坪以内、田畑3万坪以内、牧場15

万坪以内及び馬10頭以内とするなどの改正がなされた。 

その後、入植者の集落化や、旅宿・運送業者の増加、鉄道や軌道の敷設が進み、駅逓制度の

使命が薄れていく。このため、北海道庁では昭和17年（1942）に駅逓制度の廃止方針を立て、

一部を除き昭和22年（1947）3月をもって廃止した。 

３）主要道としての札幌越新道・札幌本道 

江戸幕府は対ロシア北方防備強化のため、安政2年（1855）蝦夷地全域を幕領とし、樺太への

防衛拠点として石狩平野の重要性に着目した。そのため文化文政年間（1804～1829）に既に開

削していた千歳勇払間の千歳越に連絡する、銭函から札幌、島松を経て、千歳に至る「札幌越

新道」が計画された。札幌越新道は、安政4年（1857）江戸幕府が幕臣を石狩に派遣して開削に
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当たらせ、安政5年（1858）に開通した。こ

の時、トヨヒラと千歳の中間地点であるシ

ュママップ（島松）に休息小屋が置かれた。

島松川を渡る（現在の旧島松駅逓所、クラ

ーク記念碑のある）地点の右岸でユウフツ

場所（千歳郡島松）側にあった。 

明治 2年（1869）に開拓使が設置され、

札幌に本府が置かれると、札幌函館間の連

絡が急務とされたが、札幌越新道は道幅が

狭く、整備も行き届かないものであったた

め、開拓使顧問ホーレス・ケプロンの進言

のもと、渡島国亀田郡を起点とし札幌豊平橋に至る「札幌本道」の開発が進められた。これは

馬車が行き違える道幅をもつ日本初の本格的西洋式車馬道であった。明治 5年（1872）開拓使

が札幌室蘭間の道路工事を始め、翌年完成した。 

 

４）島松駅逓所周辺の変遷について 

島松駅逓所周辺の変遷は以下の航空写真のとおりである。札幌本道や山道、島松川、田畑な

ど駅逓所周辺の変化が見られる。 

昭和 22 年（1947）の島松駅逓所周辺の航空写真では、国道 36 号になる前の札幌本道であ

った道が見られ、その道沿いに島松駅逓所がある。島松駅逓所は山間部の島松川と仁井別川が

流れる沢地に位置しており、周辺には田畑と見られる土地が広がっている。島松駅逓所の北側

には、札幌越新道の跡と考えられる山道が確認できる。 

昭和 41 年（1966）の島松駅逓所周辺の航空写真では、昭和 27 年（1952）に国道 36 号に指

定され、翌年にアスファルト舗装に改装され開通した国道 36 号が見られる。この時点では、

国道 36 号は島松駅逓所の前を通っている。島松川は河岸整備がなされ流路に少し変化がみら

れる。島松駅逓所周辺の田畑は大きく変化が見られない。 

平成 3 年（1991）の島松駅逓所周辺の航空写真では、昭和 46 年（1971）に北海道初の高速

道路となる道央自動車道が開通し、その後、国道 36 号が一部高架となり、史跡旧島松駅逓所

の前の通りは市道島松駅逓線となった。仁井別川は河岸整備がなされ流路に少し変化がみられ

る。史跡周辺の田畑は以前に比べ大きく減少している。 

令和 2 年（2020）の島松駅逓所周辺の航空写真では、平成 2 年（1991）と比較して大きな

変化はないが、史跡周辺の田畑はさらに減少している。昭和 22 年（1947）と比較して、道路

の新設や河川の流路の変化、田畑の減少は見られるものの、駅逓所前の道路や水辺が近くにあ

る環境、沢地の地形、周辺の豊かな自然環境など、駅逓所業務を行っていた時代も広がってい

たと考えられる周辺環境は今でも見られる。 

 

  

図 2-2-4 嶋松布（シママップ）の札幌本道 
出典：『明治 6 年新道出来形絵図』北大北方資料室 蔵 
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写真 2-2-5 航空写真 昭和 22 年（1947） 

出典：地図・空中写真閲覧サービス 

写真 2-2-6 航空写真 昭和 41 年（1966） 

出典：地図・空中写真閲覧サービス 

凡例 

史跡旧島松駅逓所 

島松川 

仁井別川 

札幌本道 

札幌越新道跡 

田畑 

凡例 

史跡旧島松駅逓所 

島松川 

仁井別川 

国道 36 号(札幌本道) 

田畑 
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v 

写真 2-2-7 航空写真 平成 3 年（1991） 

出典：地図・空中写真閲覧サービス 

写真 2-2-8 航空写真 令和 2 年（2020） 

出典：地図・空中写真閲覧サービス 

凡例 

史跡旧島松駅逓所 

島松川 

仁井別川 

市道島松駅逓線 

中央自動車道 

国道 36 号 

田畑 

凡例 

史跡旧島松駅逓所 

島松川 

仁井別川 

市道島松駅逓線 

中央自動車道 

国道 36 号 

田畑 



25 

５）島松駅逓所について 

島松地区における駅逓のはじまりは、勇払場所総支配人であった山田文右衛門の代人・山口

安五郎が、明治6年（1873）6月に日本初の西洋式車馬道である「札幌本道」が開通するのに伴

い、同年7月に、札幌と千歳の中間地点である島松川の右岸（胆振国千年郡島松村（現在の恵庭

市））に旅人止宿所設置についての申請を出したことにはじまる。同年12月には「千年駅場取

扱人」山田文右衛門の代人である植田甚蔵が、「島松駅場」に止宿所の建物が完成したため、

12月7日より通行ならびに継立の業務を行う旨の書類を千歳郡出張所に提出している。このよ

うにして、山田文右衛門が明治6年（1873）に設置申請した旅人止宿所は正式には翌7年（1874）

2月に認可され、実際の業務は明治6年（1873）12月7日頃から開始された。この恵庭市側に設置

された旅人止宿所が島松駅逓所のはじまりである。 

なお、この旅人止宿処は札幌越新道開通当時に設置された休息小屋と考えられる。中山久蔵

は明治4年（1871）に苫小牧より千歳郡島松へ入地した際に勇払会所支配人植田甚蔵から小屋一

棟を5円で購入したのち明治6年（1873）に札幌郡月寒村島松（島松川左岸（現在の北広島市））

へ移転した。このとき空き家となった小屋を駅逓所として利用したと思われる。 

初代駅逓取扱人は勇払場所総支配人の山田文右衛門であり、実際の業務は植田礼助が代理を

務めた。明治8年（1875）には山田文右衛門が駅逓取扱を辞退し、山口安五郎がその後を受けて

2代目となった。しかしこれも長続きせず明治10年（1877）3月、中山久蔵が請人（保証人）と

なって鶴谷新次郎が3代目駅逓取扱人に就いた。そして明治17年（1884）8月には久蔵が4代目取

扱人となり、明治30年（1897）に島松駅逓所が廃止されるまで駅逓業務は中山家によって行わ

れた。なお、明治13年（1880）の旅行者の記録（松林源之助『北海紀行』明治13年（1880））

には島松での宿泊は中山家であったことなどが記されており、この頃から請人であった久蔵に

駅逓業務が引き継がれつつあったと考えられる。 

明治21年（1888）までは官設駅逓として、それ以後は「人馬車継立営業規則」に則った自由

営業として明治30年（1897）の廃止まで経営にあたった。島松駅逓所は、札幌本道の沿道に位

置し、本州と道都札幌を行き来する人々が通るルート上にあることから、その役目を終えるま

で、多くの人々が立ち寄り身体を休めた。 

  

図 2-2-5 明治 22 年 7 月現在全道配置駅逓一覧表 

出典：宇川隆雄著 平成 8年発行 北海道宿駅（駅逓）制の研究完結編 
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当時の駅逓所の様子を伝えるものとして、平成26年（2014）、中山久蔵や島松駅逓所に関す

る古文書を中心とした資料160点ほどが中山家から寄贈され、教育委員会にて保管している。ま

た、昭和59年（1984）からの旧島松駅逓所保存修理工事において、駅逓所建物の一部解体に伴

い、荒板壁の下地張用材料（反故紙）として使用されていたものが、新たに発見された。 

古文書は、中山久蔵の事業等に関することや、逓

送往復留帳、判取帳、宿帳などであり、明治17年頃

から明治20年代における駅逓業務の記録で当時の情

況を知るうえで貴重な資料である。これらのうち、

中山久蔵に直接関係するもの、また、島松駅逓所に

関する貴重な資料253点は、「中山久蔵関係資料群」

として平成30年（2018）3月に市指定文化財とした。 

 

北海道各地に設置された駅逓所は、延べ618カ所以

上と考えられる。この中で島松駅逓所は明治以降最

も早く主要道・札幌本道沿いに設置された駅逓の一

つであり、当時の駅逓所の遺構としては道内最古のものである。また、北海道の交通、産業に

かかわる近代史の一断面を今に伝えるものとして貴重な遺構である。 

６）明治天皇と島松駅逓所 

北海道開拓長官黒田清隆は、これまで

の開拓使の業績を明治天皇に示すとと

もに開拓に従事する人々を励ますため、

北海道御巡幸を宮中に願い出た。これに

より、明治14年（1881）の7月30日から10

月11日までの74日間において北海道・東

北を巡る巡幸が行われることとなり、久

蔵宅が9月2日の明治天皇島松御昼行在

所に指定された。この時の巡幸では多く

の庶民の目に触れる機会を設けること

も目的の一つであったことから、中山久

蔵宅が使用されたと推察される。久蔵は

この明治天皇の巡幸に際し、エンジュ、

カツラ、トドマツなどの良材を用いて、

面積200坪の宅地に建坪88坪の家屋並び

に玉座を自費1,350円を費やして新築

（増築）した。 

明治14年（1881）9月2日、札幌での巡

幸を終えた明治天皇一行は宿泊した豊

平館を出発し、途中月寒村大曲で小憩し

た後、11時半頃に島松の中山久蔵宅に到着した。明治天皇は、久蔵がこの日のために新築した

写真 2-2-9 大正期の島松駅逓所 

（広島村字島松御昼所中山久蔵宅） 

出典：北大北方資料室蔵 

図 2-2-6 旧中山久蔵宅増築の順 

出典：『史跡旧島松駅逓所保存修理工事報告書』 

平成三年三月広島町発行 

写真2-2-10 昭和2年以降の旧島松駅逓所と鳥居 

出典：『千歳・恵庭・広島三村銘鑑録』（昭和10年発行） 
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島松行在所にて久蔵自作の米飯を食し、米作りについて種々の質問をした。それに対し久蔵は

明治6年（1873）から同13年までの7年間に収穫した稲穂などを天皇に見せたという。このとき

天皇からは「行在所新築の廉を以て」金300円、御紋付三組銀盃のほか、御昼食御用を務めたこ

との賞として金25円が下賜された。 

なお、この時の巡幸先での天皇との接し方として、高級官僚などには親閲（天皇に直接面会）、

地方の名望家には天顔奉拝（次の間から天皇に面会）がとられたが、久蔵には親閲の形式がと

られた。 

明治天皇が昼食を摂った行在所部分には、後に行在所神社が祀られた。道路側には鳥居が設

置され、建物南側は祭礼行事の際に利用されており、かつては子ども相撲の土俵が設けられて

いたことから、ここが地域の祭礼行事の場として開放されていたことが伺える。民家の中に神

社が設置されるというのは全国的にも珍しい例である。 

現在、駅逓所では、行在所の一室や巡幸時に残していったとされる看板等が残されており、

それらを見学することができる。また、明治天皇が飲用した水源地には、そのことを記念し建

立された御前水の碑が設置されている。 

 

■中山久蔵について 

中山久蔵は文政11年（1828）河内国石川郡春日村（現大阪府南河内郡太子町春日）で農家を

営む旧家として知られる松村三右衛門の次男として生まれた。17歳で家を飛び出し江戸に下

り、諸国放浪の末、嘉永6年（1853）に仙台に至り、仙台藩士・片倉英馬に従仕した。安政元

年（1855）には蝦夷地警備のため蝦夷地白老に赴き、以後、明治元年（1868）まで同藩士に従

い仙台白老間を往復した。 

久蔵の事績がまとめられた『農業篤志中山久蔵翁事蹟』（明治41年編）によると、明治2年

（1869）に初めて「北海道起業の念」を生じた久蔵は、「壮年より失敗が続き未だかつて何も

為しておらず、その上厄年であるから万が一厄難に罹り不幸を見るかもしれない。しかし命余

るところ僅かであるのに何を惜しむことがある、事業に従事し志願を貫こうではないか」との

志のもと北海道移住を決意し、同年仙台藩士のもとを辞し、白老に赴いた。 

明治3年（1870）、永住のため本籍を勇払郡苫小牧に移し開拓を始めたが、苫小牧は火山灰

地で農地としては不向きであったため、農業に適した土地を探し、胆振国千歳郡島松に肥沃な

土地があることを紹介され、明治4年（1871）島松に移住した。この年6千坪を開墾し、収穫ま

での飢えを狩猟採集でしのぎながらも、ヒエなどの雑穀類の栽培に成功した。明治5年（1872）

11月、自費開墾を開拓使から賞せられ、賞詞と金40円を受けた。この時、他の村と同様に農業

精励のため一人扶持（俸禄）を下賜するとの恩命があったが、自助の精神を廃してしまい初志

を達成することができなくなるということから辞退している。 

また、札幌本道の開通に伴い、交通の要衝であった島松に設置された島松駅逓所の4代目「取

扱人」として駅逓所経営にも力を注ぎ、産業発展の一翼を担った。明治14年（1881）には、久

蔵宅が明治天皇の行在所となり、その知名度はいっそう浸透した。 

大正8年(1919)、多くの人々に惜しまれながら92歳で生涯を閉じた。 
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■中山久蔵の功績 

明治 6年（1873）雑穀類が家計を支えるに足る

状況になったことから、本来の志であった北海道

起業を実現させるため、札幌郡月寒村島松におい

て水田 50 坪ほどを開墾し、渡島国亀田郡大野村

から入手した数種類の種子を蒔いた。札幌郡月寒

村字島松（現北広島市）は、地形が東南に面し北

は山々に囲まれ、気候は他の土地に比べ温暖で雨

量も適度であった。一方で寒冷地での発芽のた

め、灌漑を用いて温めた水を昼夜に渡って水田

に流し込む（暖水路）などの工夫をしたと伝え

られる。その結果、一反あたりに換算して 2石 3斗（約 345 ㎏）という好結果を得た。なお、

この頃住まいをこれまでの千歳郡島松から稲作を試みていた札幌郡月寒村島松へ移している。 

明治以前より道南地域を除き北海道の米作は困難とされていたが、久蔵は明治6年の試作後

も比較的安定した栽培に成功し（明治16年の蝗害による不作などを除く）、明治12年からは全

道の志望者に無償で種もみを配布するなど、寒冷地における稲作の普及に大きく貢献した。 

さらに、久蔵は道内で稲作を志すものに対して「赤毛」（明治6年以降久蔵が栽培に成功し

た米の品種）の種もみを無償で配布し、時には米作指導のため自身も各地に赴いている。 

久蔵は幾度となく米等を品評会に出品しており、明治10年（1877）には、第一回内国勧業博

覧会に稲を出品し、大久保利通内務卿から賞状を受けている。その他、明治17年（1884）、岩

手県勧業博覧会へ小豆を出品するなど、畑作においても尽力し農業の先駆的な人物としても

名高い。明治36年（1903）には、政府の賞勲局から殖産興農に尽くし公益を図った功績により

緑綬褒章を授与された。また、明治43年（1910）には、永山村農会（現旭川市内）から久蔵が

配布した種籾により、稲作が良成績を収めている旨の謝状を受けており、困難とされていた道

央以北の稲作の普及に尽力し北海道が大米作地帯となる礎を築いた。 

現在、北海道米として著名な「ゆめぴりか」や「ななつぼし」などは、久蔵が試作に成功し

普及させた「赤毛」をルーツとする品種である。こうした功績により、久蔵は現代において

「寒地稲作の祖」などと称され、史跡内では久蔵が稲作に取組んだ耐寒品種「赤毛」の見本田

や復元された暖水路などを見ることができる。見本田では、毎年、地元の小学生による田植え

や稲刈りなどの体験が行われ、中山久蔵の米作りの精神を現代に受け継いでいる。 

 

  

写真 2-2-11 昭和 3年 6 月中山久蔵の水田が
神饌田に選ばれ、上米の田植えが行われた 

写真 2-2-12 
明治十年内国勧業博覧会 

写真 2-2-13 
岩手県勧業博覧会 

写真 2-2-14 
謝状 
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表 2-2-1 旧島松駅逓所関連年表   

  
西暦 和暦

中山久蔵宅沿革

（現在の旧島松駅逓所）

旧島松駅逓所沿革

（恵庭側にあった旧島松駅逓所）

1872年 明治5年 3月　函館－札幌間の札幌本道開鑿工事着手。

1873年 明治6年
島松川左岸（現在の旧島松駅逓所と同住所）に移

住。（写真2-2-15参照）

6月　函館－札幌間の札幌本道が開通。島松川

の右岸（胆振国千年郡島松村（現在の恵庭市島

松沢））に設置。（図2-2-7参照）

初代駅逓所取扱人は勇払場所総支配人の山田文

右衛門。

1874年 明治7年

中手座敷部分の建築着手（又は準備）。勇払出張所

より、千年郡漁村山中（現　恵庭市）における伐木

許可を得る。

1875年 明治8年 山口安五郎が二代目駅逓取扱人となる。

1877年 明治10年
4月6日　W・Sクラーク帰国の際、中山久蔵宅に立

ち寄る。

中山久蔵が請人（保証人）となり、鶴谷新次郎

が三代目駅逓取扱人となる。※4

1880年 明治13年
「駅逓継替所」※1として中山久蔵宅が使用され

る。

1881年 明治14年

8月28日　明治天皇島松御昼行在所の建て増しに関

する「奉願書」を開拓権大書記官鈴木大亮に提出。

9月2日　明治天皇島松巡行の際、中山久蔵宅にて御

小休。その後、御小休所である漁村（恵庭市）の官

設駅逓所に立ち寄る。

9月　島松神社を祀る。

1884年 明治17年 8月16日　中山久蔵、四代目駅逓取扱人となる。 鶴谷新次郎、駅逓取扱人を廃業する。

1897年 明治30年 中山久蔵、13年間の駅逓取扱人を廃業。

1916年 大正5年

広島村により、上手行在所部分買上と小修理が行わ

れる。

行在所部分に神社（行在所神社）が祀られる。

拝観者名簿には、大正5年1月2日の初詣と思われる

記載あり。※2

1917年 大正6年 中山久蔵より広島村へ寄付の申し出がなされる。

1933年 昭和8年 明治天皇の島松行在所として国の史跡に指定。※3

1936年 昭和11年 広島村により、明治天皇島松行在所修理工事。

1947年 昭和22年 官設及び民営の駅逓所、全面廃止。

1948年 昭和23年
日本各地の明治天皇「聖蹟」とともに史跡指定解

除。

1968年 昭和43年
北海道の指定史跡となったことから「現況調査」を

実施。

1969年 昭和44年
北海道指定史跡島松駅逓所跡保存修理事業に着手

工事期間：昭和44年（1969）～昭和45年（1970）

1984年 昭和59年 7月25日　「旧島松駅逓所」として国史跡に指定。

1984年 昭和59年

「史跡旧島松駅逓所保存修理工事」を7年間かけて

実施。

工事期間：昭和59年（1984）11月～平成2年

（1990）10月
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※1：郵便物の継立所は、当初「継替所」と称していた。（宇川隆雄著『北海道宿駅（駅逓）制の研究完

結編（P587）』） 

※2：島松行在所拝観者名簿に「大正5年1月2日」の記載あり。 

※3：昭和初期、明治天皇ゆかりの施設を史蹟名勝天然記念物保存法にもとづいて史蹟にする動きがあ

り、札幌では昭和8年に豊平館、清華亭が「聖蹟」の指定を受けている。（駒木定正著『明治前期の

官営幌内炭鉱と幌内鉄道の建築に関する歴史的研究』学位論文1999年発行） 

※4：恵庭側の駅逓所であった、中島宅の鳥小屋襖の下張りより発見された古文書『山安萬覚留』（恵庭

市郷土資料館蔵）による。 

 

 

 

 

  

写真 2-2-16 
昭和 2年賽銭箱の写真 

写真 2-2-17 
撮影年不明 

写真2-2-15 

「小屋壱棟金五圓ヲ以テ･･･買求ル」 

出典：『農業篤志中山久蔵翁事績』 

図2-2-7 

中山久蔵宅と恵庭側旧島松駅逓所との位置関係 

出典：『明治 17 年取裁録』北海道立文書館蔵 

賽銭箱 

鳥居 
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３．社会的環境 

（１）人口・世帯数 

北広島市の人口及び世帯数は、昭和40年代の道営北広島団地などの開発を始めとして都市化

が進み、それに伴い人口も増えたが、平成19年（2007）の61,174人をピークに、現在は人口57,893

人、世帯数約28,077世帯（令和3年（2021）7月末現在）となっている。 

地区毎の世帯数及び人口では東部地区の世帯数が最も多く 7,966 世帯、次いで大曲地区が

7,868 世帯である。一方で人口は大曲地区が最も多く 16,955 人、次いで東部地区の 15,659 人と

なっている。 

 

 

 

 

 

  

地区 世帯数 人口

1 東部地区 7,966 15,659

2 北広島団地地区 7,553 14,770

3 西の里地区 3,005 6,566

4 大曲地区 7,868 16,955

5 西部地区 1,685 3,943

28,077 57,893合計

※令和2年は速報値 

図2-3-1 北広島市の人口及び世帯数の推移（令和3年7月末現在） 

出典：北広島市統計情報「地区別世帯数・人口の推移(出典：国勢調査)」、

昭和60年国勢調査、令和2年国勢調査を基に作成 

出典：北広島市市民課「住民基本台帳移動報告書」を基に作成 

表 2-3-1 地区別の世帯数及び人口（令和 3年 7月末現在） 
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（２）公共交通機関 

北広島市は昔から交通の要衝と言われているように、主となる交通機関（鉄道、バス、自動

車）の便が良い。鉄道を利用する場合、JR千歳線で札幌駅や新千歳空港駅へも約20分程度で到着

できる。バスに関しては、市内循環路線だけでなく、札幌市へつなぐ便も運行している。自動車

では、主要国道の36号や274号、道央自動車道北広島ICを起点に、札幌都心部や新千歳空港へも

車で約30分で到着できるほか、苫小牧港や小樽港への所要時間は約40分と、絶好のアクセスを誇

る。栗山北広島線や江別恵庭線などの道道

や、市道もある。 

旧島松駅逓所のアクセスは、JR北広島駅

から自動車で約20分、道央自動車道「北広

島IC」から約15分、「輪厚SIC」からは約10

分、北海道中央バスでは「島松ゴルフ場」で

下車し徒歩約10分で到着できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）観光入込客数 

北広島市観光振興課のまとめによると、令和元年度（2019）の北広島の観光入込客総数は、約

1,230千人であった。これは平成20年度（2008）から比べると約60％の増加率である。令和元年

度（2019）の道外客数（約127千人）は、道内客数（約1,103千人）と比べ約1/8倍であり、道外

客へのアピールが課題である。 

旧島松駅逓所の近年における観覧者数は、平成29年（2017）では2,737人、平成30年（2018）

では、2,464人、令和元年（2019）では、2,659人であった。概ね2千人台半ばで推移している。 

 

  

図2-3-2 北広島市を中心とした道央圏地図 

出典：北広島市土地開発公社「北広島市へのアクセス」 

図 2-3-3 年別観光入込客数 


